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学校巡回公演事業
 がっ こう じゅん かい こう えん じ ぎょう

公益財団法人 片山家能楽・京舞保存財団
 こう えき ざい だん ほう じん かた やま け のう がく きょう まい ほ ぞん ざい だん

〈能楽公演〉
のう がく こう えん

舞台芸術等総合支援事業（学校巡回公演）
 ぶ たい げい じゅつ とう そう ごう し えん じ ぎょう がっ こう じゅん かい こう えん

独立行政法人 日本芸術文化振興会
 どく りつ ぎょう せい ほう じん に ほん げい じゅつ ぶん か しん こう かい
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公益財団法人  片山家能楽・京舞保存財団
〒605ー0088　京都市東山区新門前通大和大路東入西之町224
TEL　075－551－6535　FAX　075－532－2841
URL：www.arc.ritsumei.ac.jp/k-kanze/　E-MAIL：k-zai＠drive.ocn.ne.jp

日 本 画 制 作 小田切恵子

映像技術協力 立命館大学アートリサーチセンター

舞 台 監 督 前原和比古

企 画・制 作   片山家能楽・京舞保存財団
公益財団法人

観世流片山家は世阿弥が大成した能の伝統を京都で受け継いでいる家柄。

明治期に至るまで「禁裏御能」と呼ばれる、御所において天皇が主催される能

に奉仕するという大役を受け持っていました。明治期に六世片山九郎右衛門

と京舞井上流三世家元井上八千代の結婚とともに、一つ屋根の下に「能」と

「京舞」という二つの伝統芸能が共存することとなりました。能・京舞の

技術的な伝承だけでなく数多く保存されている能面や能装束なども後世によ

り良い形で残していくために財団法人を設立。その後、公益財団法人の認可

を受け現在に至ります。四世井上八千代（京舞）、九世片山九郎右衛門（片山

幽雪・能楽）、五世井上八千代（京舞）と、親・子・孫の三代にわたり三人の

人間国宝を輩出しています。

◎団体紹介：片山家能楽・京舞保存財団


